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【学区の現況】  (７月31日現在) 
世帯数 5,159世帯(前月比＋14) 
人口   12,077人(前月比－１) 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 25日（土）、「速野学区人権学習会」を、速野公民館にて開催しました。当日は、70名を超える

方々が参加されました。 

人権学習会の開催  
「認知症の人と共に生きるまちを目指して 今、私たちにできること」 

令和８年度速野学区地域行政懇話会 開催 

７月 16日（木）、速野学区地域行政懇話会が速野会館にて

開催されました。 

学区からは全自治会長、地元選出の市議が出席され、行政

側は守山市長をはじめ関係部門の部長等が出席し、まちづく

りについての議論が交わされました。 

速野学区からは、「自治会入会者と非加入者の負担につい

て」と「地域における公園管理の現状と今後のあり方につい

て」の２つをテーマとし、自治会側の取り巻く現状や意見・要

望を伝えました。 

今後も、学区として、市と議論を継続して重ね、今後のより

良い速野学区の在り方を模索して参ります。 

  ８月 6日（木）、第４回学習会では、講師に澤田
さわだ

文子
ふみこ

さんをお呼

びし、ちりめん細工を作りました。 

３㎝×３㎝と 3.5㎝×3.5㎝のちりめんを三角に折ってボンドで固

定する、とても細かい作業で大変でした。花びらのように折りたたん

で 24枚作って土台に貼り付けていくのですが、貼っていく順番もま

た難しく、皆さん苦戦しておられました。出来上がりは、とても綺麗

なのですが、そこにたどり着くには困難でいっぱい。隣の席の人や前

の席の人と相談しながら１時間半、楽しく制作しました。 

学級ひまわり ちりめん細工に挑戦！ 

認知症は、多くの方が関心を持ち不安や、疑問を抱えている

問題です。認知症になることは特別なことではなく、誰もが認

知症になる可能性があります。自分、家族、知り合いが認知症

になるかもしれません。そんな時、焦らず対応できるようにす

るためには、先ずは認知症を理解すること。どんな症状か、誰

に、どこに相談すればよいのか、どう対応するのが良いのか。

そんな知識を少し持っているだけで大きく違うと思います。正

しい知識や理解を持ち、地域で認知症の本人・家族を温かい目

で見守れるようになりましょう。特別な何かをするのではな

く、理解して見守ることが大切ですね。 

次回は、９月２日（水）です。 

たくさんのご応募お待ちしています。 


